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令和７年３月１９日 

 

第３８６回教員会議議事要録 

 

 

日 時：令和７年３月１９日（水） 教員会議 １０：００～１１：２０ 

場 所：後援募金記念棟 会議室１－３ 

議 題 

◆教員会議◆ 

［審議事項］ 

１．学類長 

（１） 研究員（プロジェクト）の任用について                  

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ投影に基づき、１名について任用の提案があった。F-REI 事業での任用であり、３月１３日

に開催された人事委員会にて確認済である。質問等はなく、提案通り承認された。 

２．入学試験委員会 

（１） 令和７年度一般選抜（後期日程）合否判定について     

回収資料に基づき提案があった。募集定員５０名のところ、志願者数３２７名、受験者数１０７名であ

った。回収資料から、６５名を合格としたいとの提案があった。質問等はなく、提案通り承認された。 

（２） 令和８年度３年次編入学（高等専門学校対象推薦入試）入学試験日程等   

資料１に基づき、３年次編入学入試の日程を令和７年６月１８日に実施したいとの提案があった。質問

等はなく、提案通り承認された。 

 

［報告事項］ 

１．高度情報専門人材育成推進室 

（１）高度情報専門人材育成事業について                    

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ投影に基づき説明があった。本事業は、大学院・博士前期課程の学生定員増が採択の条件と

なっているところが重要な点ある。今後のスケジュールとして、令和９年４月から博士前期課程が定員増

（４０名から６０名）になる予定である。環境整備面では、コンピューター実習室を実験棟２階に再整備

した。学生用ＰＣを１１４台導入し、IPC と同じ認証系とするとともに、視聴覚系、スクリーン等のリプ

レイスを行った。教員用の使用マニュアルは今後整備する予定である。本事業の主な取組みは、学士課程

においては新年度より「実践情報工学プログラム」を特修プログラムとして実施する。また、高専からの

編入学生に対する「大学院進学時の入学金免除」制度を今年度より開始した。博士前期課程では、令和９

年度からの定員２０名増に対応するため、「高度実践力プログラム」および「情報工学リスキリングプロ

グラム」を準備している。最後に学類長から、本事業について協力をお願したいとの依頼があった。 

 

［その他］ 

なし 

 

◆教育研究評議会◆ 

○第４３０回（３月１８日開催）報告 

（１）【審議】学士課程改革について                                

３月４日に開催された臨時評議会の継続審議であり、４月９日の記者会見資料の修正案について資料

１－１に基づき説明があった。次に資料１－２に基づき、「共創知教育」の概要について説明があり、

評議会ではいくつか質問や意見が出されたが、最終的に承認されたことが報告された。 

（２）【審議】福島大学附属幼稚園の閉園について                   

資料２に基づき、令和１２年３月末で閉園することについて審議した。資料２－１および２－２に基

づき、閉園に係る内容について紹介があった。提案通り閉園することが承認されたことが報告された。 

（３）【審議】学内諸規則等の制定について                        
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資料３に基づき説明があった。資料３―１は一覧表（ブルーの網掛けは新設の規程）である。また、

資料３－２の新旧対照表に基づき個別の説明があった。提案通り承認されたことが報告された。 

（４）【審議】学内諸規則等の制定手続き見直しについて                 

資料４―１に基づき、見直しの提案のポイントについて説明があった。資料４－２は新旧対照表であ

り、個別に説明があった。提案通り承認されたことが報告された。 

（５）【報告】就業規則の一部改正について                        

資料５に基づき説明があった。 

（６）【報告】労使協定の締結について                       

資料６に基づき説明があった。 

（７）【報告】教育推進機構（保健管理センター）教員の採用について        

資料７の通り、A氏が准教授として採用された。 

（８）【報告】「令和８年度福島大学入学者選抜方法の見直しに関す 

       る予告について【第２報】」および「令和９年度福島 

       大学入学者選抜方法等の変更について(予告)【第１報】」 

の公表について                                    

資料８の通り、３月２１日にＨＰで公表予定である。資料８－１は予告について（第２報）、資料８

－２は食農学類の変更についての内容である。 

（９）【報告】国立大学法人福島大学行政政策学類と総務省福島行 

       政監視行政相談センターとの連携協力に関する協定の締結について   

資料９―１の通り、協定内容について説明があった。 

（１０）【報告】国立大学法人福島大学と株式会社菊池製作所とのク 

        ロスアポイントメント制度に関する協定の延長について            

資料１０―１の通り、特任教授について２年間延長するとの説明があった。 

（１１）【報告】福島大学と国立研究開発法人海洋研究開発機構との 

        クロスアポイントメント制度に関する協定書の締結について（継続） 

資料１１―１の通り、雇用契約について１年延長するとの説明があった。 

（１２）【報告】福井大学と福島大学とのクロスアポイントメント制 

        度に関する変更協定書の締結について（延長）            

資料１２―１の通り、IER の特任教授について期間延長するとの説明があった。 

（１３）【報告】福島大学と公益財団法人福島イノベーション・コー 

        スト構想推進機構とのクロスアポイントメント制度 

        に関する協定書の締結について（新規）                 

資料１３―１の通り、１年間の協定締結であり、食農学類において仕事をするとの説明があった。 

（１４）【報告】福島大学に配属となる岩手大学大学院連合農学研究科の学生について 

資料１４の通り、次年度より入学者総数６名が食農科学研究科に配属される予定であるとの説明があ

った。 

（１５）【報告】令和６年度教育研究費の不正防止計画実施状況の確認について     

資料１５―１の通り、実施状況の確認について具体的な説明があった。 

（１６）【報告】令和６年度内部監査報告について                      

資料１６―１の通り、監査報告書について説明があった。指摘事項もいくつかあったので各自確認願

いたい。 

（１７）【報告】令和６年度期末監事監査実施計画について               

資料１７の通り、今年度から監事が替わったことで監査項目が追加されたことの説明があった。資料

１７－１は実施計画書で、理工は５月１９日に実施予定となっている。 

（１８）【報告】令和７年度部局長等について                         

資料１８―１の通り、部局長等のリストについて説明があった。 

（１９）【報告】次年度以降の教育研究評議会の変更点について            

資料１９の通り、評議員が追加されること、報告事項の書面報告化について説明があった。 
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（２０）【その他】来年度の会議スケジュールについて                  

資料２０―１の通り、年間の会議スケジュールについて説明があった。 

（２１）その他情報共有等                                          

学長から評議会の書面開催についてアナウンスがあった。また、審議事項１および２については、記

者会見前に口外しないよう注意喚起があったことも併せて報告された。 

 

 以上 


